	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「新・中学保健体育の学習2年」知識の確認
保健編4章
教科書p.114～115　　　　　　年　　　組　　　番　名前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　４　犯罪被害の防止


✐知識の確認　　しっかり理解できたものにチェック☑をつけましょう。
①犯罪被害の予測と回避
□犯罪被害は、（　　　　　）をはじめとする身近なところで起きています。中学生は、興味・関心や（　　　　　　）が広がるため、犯罪被害にあう可能性も小学生の頃に比べて高くなります。
□犯罪被害による傷害を防ぐためには、危険を（　　　　）し、犯罪が起こりやすい
（　　　　）や場面に近づかないことが有効です。
□身に危険が迫った場合には、逃げる、大声を出す、（　　　　　　　）を鳴らすなど、危険を回避するための適切な行動をとる必要があります。
②防犯の取り組み
□犯罪を生み出さないために、地域では、「（　　　　　   　　）の家」や自主的な見回り活動などの取り組みを進めています。自治体や警察などでは、危険な（　　　　）の改善、犯罪被害の（　　　　）の収集・公開、防犯教室などを行っています。
□犯罪被害による傷害を防ぐためには、自分の身は（　　　　）で守るという意識を持つこと、地域の（　　　　）、自治体、警察などが連携して防犯対策に取り組むことが大切です。
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